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終末期患者に寄り添うことを意識した看護学生の患者への関わりの特徴
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empathizing with terminally ill patients
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要　　旨

　本研究は，終末期患者に寄り添うことを意識した看護学生の患者への関わりの特徴を明らかにすることであ
る．
　研究対象者は，関東圏内の看護基礎教育3年課程の終末期患者を受け持った看護学生153名を解析対象とし，
郵送法による無記名自己記入式質問紙で調査をした．調査内容は，「個人属性」，「日常生活や看護学実習での
人との関わりの経験」，「コミュニケーションのとらえ方」，「共感性」，「終末期患者との援助関係形成への経験」，
「学生が終末期患者に寄り添うことを意識したか」とした．
　分析方法は，「学生が終末期患者に寄り添うことを意識したか」の有無を目的変数とした．説明変数と目的
変数との有意差（p＜ 0.05）をみるために，2変量解析を実施した．さらに，有意差（p＜ 0.05）のみられ
た変数を説明変数として多重ロジスティック回帰分析（変数増加法，尤度比）を実施した（p＜ 0.05）．
　その結果，学生が終末期患者に寄り添うことを意識した学生の患者への関わりの特徴は，患者とのコミュニ
ケーションが深まったと感じていた（オッズ比 6.389 倍），患者が必要としている援助を実施したいと思って
いた（オッズ比 6.297 倍） ，患者の不安を和らげる関わりができたと感じていた（オッズ比 5.247 倍），他の
実習で患者と関係を形成するときに困難感を感じていた （オッズ比 0.361 倍）であった．
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Ⅰ．はじめに

1975 年以降，死を迎える場が自宅から医療施設へ移
行し，病院で人生の最期を迎える人が 8割を超える現
状である（厚生労働省 , 人口動態統計年報 2016）．病院
で死を迎える人が多く，終末期にある患者は，痛みなど
の身体的な苦痛を感じたり，疾患による症状の出現で今
までできていた日常生活行動ができなくなったり，これ
までの生活を大きく変えざるを得ない状況に陥ることも

多い．また，死がまじかにせまったことによる悲嘆や苦
悩を感じ，精神的に不安定な状態に陥ることもある（梅
川 , 2015）．このことから，看護師は患者が最期のとき
を迎えるまでの限られた時間を患者がその人らしく生活
できるよう，患者の望みを聴き必要な援助を提供するこ
とが求められ，看護師には，患者に寄り添う関わりが期
待される （梅川 , 2016）．しかし，苦悩や不安を抱いた
患者を目の前にすると，看護師は患者への援助において，
どのような意味を見い出し関わっていけばよいのか対応
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に迷う場面に直面するなど，終末期患者との対応に困難
を感じている状況が報告されている（岡田ら , 2012: 直
成ら , 2016）．
将来，看護師となる看護学生（以下，学生）におい

ても，終末期患者が最期のときをその人らしく過ごすた
めに寄り添うなどの関わりを身につけていくことが大切
である．山手（2014）は，終末期実習で，学生が患者
や家族と関わる際に，看護師に必要な態度として，患者
や家族を理解し，受け止め，寄り添い，患者や家族の苦
悩に一緒に向き合う姿勢が必要であることを指摘してい
る． 
しかし，学生は看護を学習している途中であり，核

家族化の影響により学生が死に立ち会う経験が少ない状
況である．このことをふまえると，学生が死を迎える患
者と関わることは，看護師以上に困難を伴うことが推測
される．先行研究においても，学生が，看護学臨地実習（以
下，実習）で終末期患者を受け持ったとき，心理的な混
乱や脅威に直面するなど，死を迎える患者にどのように
向き合い，関わるのかという問題を生じることが報告さ
れている（名越ら , 2004: 星野ら , 2004: 伊藤ら , 2011: 
重岡ら , 2016）．これらの状況に対応するために，厚生
労働省（2007）は，看護基礎教育のカリキュラム改正で，
成人看護学の教育内容として，「終末期看護」を履修す
ることを決定した．
このことから，学生が終末期看護を学ぶにあたって，

実習前の学内学習において，知識や技術の習得に向け，

さまざまな教育的な工夫が試みられている（名越ら , 
2004: 磯本 , 2014: 種市ら , 2016: 菅原ら , 2016: 原ら , 
2016）．また，これらの国や教育のとりくみを評価する
ために，終末期実習における学生の学びについて，複数
の報告がみられる（上田ら , 2012: 山手 , 2014）．なか
でも，山手（2014）は，終末期実習で学生が学んだ内
容について，看護師に必要な態度として，患者を受け止
め，寄り添う姿勢が必要であると報告している．しかし，
終末期患者に寄り添うことを意識した学生の患者への関
わりの特徴を明らかにした先行研究はみあたらなかっ
た．
そこで，終末期患者に寄り添うことを意識した看護

学生の患者への関わりの特徴を明らかにすることで，学
生が終末期患者に寄り添い，関係を築き，援助を提供す
るための指導に活かせると考え，本研究に取り組んだ．

Ⅱ．研究目的

終末期患者に寄り添うことを意識した看護学生の患
者への関わりの特徴を明らかにする．

Ⅲ．本研究の概念枠組み（図 1）

本研究では，文献検討，看護基礎教育に関わってい
る教育者らのブレインストーミング，研究者の実習指導
の経験などから，終末期患者に寄り添うことを意識した

図1　本研究の概念枠組み
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看護学生の患者への関わりの特徴を検討し，説明変数を
選択した．さらに，これらの説明変数の類似内容を分類
した結果，「看護学生の属性」，「看護学生の日常生活や
看護学実習での人との関わりの経験」，「看護学生のコ
ミュニケーションのとらえ方」，「看護学生の共感性」，「看
護学生の終末期患者との援助関係形成への経験」から概
念枠組みを構成した．

Ⅳ．用語の定義

1．看護学生
看護基礎教育 3年課程の看護専門学校の学生で，成

人看護学実習または老年看護学実習で，終末期患者を受
け持った学生とする．

2. 寄り添う
学生が声かけをする際，患者の気持ちを受け止め，患

者の立場に立った関わりをする際の学生の態度とする．

3．終末期患者
終末期患者とは，がんに罹患し現代医療において治

療効果が期待できない，または，慢性疾患の急性増悪を
繰り返し，予後不良の状態にある患者とする．

Ⅴ．研究方法

1．調査対象
関東圏内の看護基礎教育 3年課程 120 校のうち，調

査協力の得られた 26校に在籍する 3年次の学生で，今
まで終末期患者を受け持った経験のあるものを対象とし
た．

2．調査方法
1） データの収集方法
関東圏内の看護基礎教育 3年課程 120 校から無作為

に 58校抽出した．学校長または，教務主任へ研究の目
的や方法について記載した研究協力依頼書，研究承諾書，
調査用紙を，返信用封筒とともに送付し研究協力を依頼
した．依頼後，承諾が得られた 26校に対し，研究対象
者への研究協力依頼書，調査用紙，返信用封筒を郵送し，
配付を依頼した．研究対象者からの回答は，自由意志に
基づき，調査協力に同意の場合は，返信用封筒により個
別に調査用紙を郵送にて回収した．
2） 調査内容
本研究は，自記式質問紙により以下の内容で構成し

た．
（1） 目的変数
学生が終末期患者への声かけに際して，患者の気持

ちに寄り添うことを意識したかについて，｢全くあては
まらない ｣，｢あまりあてはまらない ｣，｢ややあてはま
る｣，｢とてもよくあてはまる｣の4件法で回答を求めた．
（2） 説明変数
①学生の属性
年齢，性別，終末期患者を受け持った学年の 3項目

を調査した．
②看護学生の日常生活や看護学実習での人との関わりの
　経験
身近な人の看取りの経験の有無，他人と関係を築く

ときの緊張の有無，他の実習で患者と関係を形成する時
の困難感の有無，終末期患者を受け持った実習での患者
との対応時の戸惑いと緊張感の有無の 5項目を作成し
た．
看取りの経験の有無，他人と関係を築くときの緊張

の有無，他の実習で患者との関係形成時の困難感の有無
について，「はい」，「いいえ」で回答を求めた．
終末期患者を受け持った実習において患者との対応

時に戸惑いや緊張感を感じたかについて，｢全く感じな
かった ｣，｢ あまり感じなかった ｣，｢ やや感じた ｣，｢
とても感じた ｣の 4件法で回答を求めた． 
③看護学生のコミュニケーションのとらえ方
本研究の目的に合わせ，藤本ら（2007）のコミュニ

ケーション ･スキル尺度を参考に，｢患者の気持ちを言
葉から読み取る ｣，｢ 患者の気持ちを表情やしぐさで読
みとる ｣，｢患者に自分の気持ちを言葉で表現する ｣，｢
患者に自分の気持ちをしぐさや表情を使って表現する ｣
の 4項目を質問項目とした．
質問への回答は ｢多くない ｣，｢ あまり多くない ｣，｢

やや多い ｣，｢ 多い ｣ の 4 件法で回答を求めた．なお，
本研究にあたり，尺度から数個の変数を使用することの
許可を開発者から得た．
④看護学生の共感性
多次元共感性尺度（鈴木ら , 2008）は，共感性を他者

の心理状態を正確に理解する点に重きをおく認知的定義
と，他者の心理状態に対する代理的な情動反応を強調す
る情緒的定義の両側面を統合した多次元的なアプローチ
から作成されたものである．尺度は，他者の感情や意見
に影響をされやすい傾向を表す「被影響性」，他者に焦点
づけられた情緒反応を示す「他者指向的反応」，自己を架
空の人物に投影させる認知傾向を表す「想像性」，相手の
立場からその他者を理解しようとする認知傾向を表す「視
点取得」，他者の心理状態について自己に焦点づけられた
情緒反応を示す「自己指向的反応」の5因子から構成され，
クロンバックα係数は順に0.78，0.71，0.70，0.69，0.60
である．質問の回答は ｢全くあてはまらない ｣，｢あまり
あてはまらない ｣，｢どちらともいえない ｣，｢ややあて
はまる ｣，｢とてもよくあてはまる ｣の 5件法で，下位
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概念ごとに得点を算出した．本研究にあたり，尺度の使
用の許可を開発者に得た．
⑤看護学生の終末期患者との援助関係形成への経験
実習で終末期患者を受け持った学生 9名に，終末期

患者と援助関係が築けたと思えた場面について，半構成
的面接を実施した．面接内容を逐語録におこし，一意味
一内容にコード化，カテゴリー化し，38項目を抽出した．
これら，38 項目の質問項目を基に，104 名の学生に予
備調査を実施した．
さらに，質問項目の精選は，通過率，天井効果，床

効果により項目を確認した．また，質問内容の表面的妥
当性に対する検討は，スーパーバイザーとして，看護基
礎教育に携わっている大学の教員 5名とがん看護の認
定看護師 1名，看護専門学校で成人看護学実習での終
末期看護を担当している教員 1名によって実施した．
これらの結果から，学生の終末期患者との援助関係

形成の経験として抽出できた15項目を質問項目とした．
質問項目への回答は ｢全くあてはまらない ｣，｢ あまり
あてはまらない ｣，｢ややあてはまる ｣，｢とてもよくあ
てはまる ｣の 4件法で回答を求めた．　
なお，これら 15項目については，1つずつの変数と

して回答を求めた．
3） データの分析方法
終末期患者を受け持った経験のある学生を解析対象

とし，調査項目の記述統計を算出した．終末期患者に寄
り添うことを意識した学生の患者への関わりの特徴を知
るために，学生が終末期患者への声かけに際して，患者
の気持ちに寄り添うことを意識したかについて，｢とて
もよくあてはまる ｣と回答したものを ｢寄り添うことを
意識した ｣（以下，寄り添うことを意識した群），｢やや
あてはまる ｣，｢あまりあてはまらない ｣，｢全くあては
まらない ｣と回答したものを ｢寄り添うことを意識しな
かった ｣（以下，寄り添うことを意識しなかった群）と
した．
学生が終末期患者に寄り添うことを意識した群と寄

り添うことを意識しなかった群を目的変数に，各説明変
数との有意差をみるために，2変量解析としてχ 2 検定
を実施した（p＜ 0.05）．
多次元共感性尺度は，下位尺度ごとに得点を算出し，

共感性の高い学生の特徴を，目的変数との関連をみるた
めに，上位 1/4 を上位群，それ以外を下位群の 2値に
分けた．
年齢は，社会人経験があると考えられる 23歳以上と

社会人経験がないと考えられる 23歳未満の 2値に分け
た．また，終末期患者を受け持った学年は，2年生と 3
年生に分け，2年生と 3年生の両学年で終末期患者を受
け持った学生は 3年生に含めた． 
それぞれの説明変数は以下のとおりに 2値に分けた．

学生の日常生活や看護学実習において，終末期患者を受
け持った実習での，患者との対応時の戸惑いや緊張感の
有無については，｢とても感じた ｣と回答したものを ｢
感じた ｣とし，｢やや感じた ｣，｢あまり感じなかった ｣，
｢全く感じなかった ｣と回答したものを ｢感じなかった
｣の 2値にした．学生のコミュニケーションのとらえ方
については，｢多い ｣ と回答したものを ｢多い ｣ とし，
｢やや多い ｣，｢ あまり多くない ｣，｢ 多くない ｣を ｢ 少
ない ｣ の 2 値に分けた．学生の終末期患者との援助関
係形成への経験については，援助関係形成への経験をよ
くしている学生の特徴を知るために，｢とてもよくあて
はまる ｣と回答したものを ｢あてはまる ｣とし，｢やや
あてはまる ｣，｢あまりあてはまらない ｣，｢全くあては
まらない｣と回答したものを｢あてはまらない｣とした．
これらの結果から，終末期患者に寄り添うことを意

識した学生の関わりの特徴をみるために，終末期患者に
寄り添うことを意識したかの有無を目的変数とし，有意
差 （p＜ 0.05） の認めた変数を説明変数として，多重ロ
ジスティック回帰分析（変数増加法，尤度比）を実施し
た（p＜ 0.05）．統計解析には，統計解析ソフト SPSS. 
Ver22.0 を使用した．

Ⅵ．倫理的配慮

対象の看護専門学校の学校長または，教務主任には
研究の主旨と研究対象者と同様の倫理的配慮を文章で説
明し，許可を得た．研究対象者に対しても，研究の主旨
を説明し，調査への参加は強制ではなく自由意志である
こと，調査用紙の提出をもって同意したものとすること，
研究参加を断っても調査に伴う実習評価への影響や学業
上の不利益を被ることは一切ないこと，調査用紙への記
入は無記名とし，個人が特定されることがないこと，得
られた情報は研究目的以外には使用せず，データの取り
扱いには細心の注意を払うことを説明文書に示した．ま
た，結果の公表に関しては，調査時の匿名性を保持し学
会等で発表することも文章で説明した．
本研究は埼玉医科大学保健医療学部倫理委員会の承

認を得た（承認番号M-36）．
なお，本研究に関して，申告すべき利益相反事項（IOC）

は存在しない．

Ⅶ．結果

研究の同意が得られた関東圏内の看護基礎教育 3年
課程 26校に在籍する看護学生 1092 名に調査用紙を配
布し，回収数は 405 名（回収率 37.1％）であった．そ
のうち，終末期患者を受け持った経験のある学生は 163
名であった．目的変数に欠損のあったものを無効回答と
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表１　学生が終末期患者に寄り添うことを意識した群、意識しない群と各説明変数との関係
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し，153 名（有効回答率 93.9%）を解析対象とした．
本研究の対象の特性は，年齢の平均は 25.1 歳±6.72

で，23 歳未満が 91 名（60.3％），23 歳以上が 60 名
（39.7％）で，最小値 20 歳，最大値は 45 歳であった．
性別は女性が145名（94.8％），男性が8名（5.2％）であっ
た．終末期患者を受け持った学年は，2 年生が 57 名
（37.3％），3年生が 96名（62.7％）であった．

1．学生が終末期患者に寄り添うことを意識したかの有無
学生が終末期患者への声かけに際して，「患者の気持

ちに寄り添うことを意識したか」の 4件法の回答を寄
り添うことを意識した群と寄り添うことを意識しなかっ
た群に分けた．その結果，｢寄り添うことを意識した群
｣は 42 名（37.3％），｢寄り添うことを意識しなかった
群 ｣は 111 名（72.5％）であった．

2．2 変量解析の結果（表 1）
学生が終末期患者に寄り添うことを意識した群と意

識しなかった群の目的変数と各説明変数との関係を表 1
に示した．
1）学生の属性
学生の年齢において，寄り添うことを意識した関わ

りでは，23 歳未満の学生 （p ＜ 0.05）に有意差がみら
れた．
2） 学生の日常生活や看護学実習での人との関わりの経験
学生の看護学実習での人との関わりについては，寄

り添うことを意識した関わりと「他の実習で患者と関係
を形成するときに困難感を感じた」（p＜ 0.01）に有意

差がみられた．
3） 学生のコミュニケーションのとらえ方
学生のコミュニケーションのとらえ方については，

寄り添うことを意識した関わりと ｢患者の気持ちを言葉
から読み取る ｣（p ＜ 0.01） ，｢ 患者の気持ちを表情や
しぐさで読み取る ｣（p ＜ 0.01） ，｢ 患者に自分の気持
ちをしぐさや表情を使って表現する ｣（p＜ 0.01）に有
意差がみられた．
4） 学生の共感性
学生の共感性と寄り添うことを意識した関わりにつ

いては，「他者指向的反応」（p＜ 0.01），「視点取得」（p
＜ 0.01）に有意差がみられた．
5） 学生の終末期患者との援助関係形成への経験
学生の終末期患者との援助関係形成への経験につ

いては，「患者の苦痛を和らげる援助ができた」（p＜
0.001），「患者の不安を和らげる関わりができた」（p＜
0.001），「患者がその人らしく生活ができるということ
は，どのようなことか考えられた」（p＜ 0.05），「患者
がその人らしく生活するための援助を考えることがで
きた」（p＜ 0.01），「患者のプライベートな話を聞くこ
とができた」（p＜ 0.01），「患者の家族と共にコミュニ
ケーションをとることができた」（p＜ 0.01），「患者の
気持ちに感情移入していると感じた」（p＜ 0.05），「患
者とのコミュニケーションが深まったと感じた」（p＜
0.001），「患者の家族に対する思いを聞けた」（p＜0.01），
「患者の気持ちを理解することができたと感じた」（p＜
0.001），「患者が自分のことを知ってもらいたいという
思いを持っていると感じた」（p＜ 0.05），「患者が必要

表2　多重ロジスティック回帰分析による終末期患者に寄り添うことを意識した学生の患者への関わりの特徴
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としている援助を実施したいと思った」（p ＜ 0.001）
に有意差がみられた．

3．多重ロジスティック回帰分析の結果（表 2）
看護学生の終末期患者に寄り添うことを意識した学

生の患者への関わりの特徴を表 2に示した．
看護学生の終末期患者に寄り添うことを意識した

学生の特徴について，多重ロジスティック回帰分析を
行った結果，｢患者とのコミュニケーションが深まった
と感じていた ｣学生は，コミュニケーションが深まっ
たと感じてなかった学生より，6.389 倍（95% 信頼区
間 :2.466-16.550），患者に寄り添うことを意識してい
た．｢患者が必要としている援助を実施したいと思って
いた ｣学生は，援助を実施したいと思わなかった学生よ
り，6.297 倍（95% 信頼区間 :1.165-34.045），患者に
寄り添うことを意識していた．｢患者の不安を和らげる
関わりができたと感じていた ｣学生は，関わりができた
と感じていなかった学生より，5.247 倍（95% 信頼区
間 :1.555-17.702），患者に寄り添うことを意識してい
た．他の実習で患者と関係を形成するときに困難感を感
じていた学生は，感じていなかった学生よりも，0.361
倍（95%信頼区間 :0.139-0.938），患者に寄り添うこと
を意識していた．判別的中率は，83.2% であった．

Ⅷ．考察

本研究の対象者の特徴は，看護基礎教育 3年課程の
学生を対象としたため，ほぼ 20 歳前半の学生が多く，
性別も女性が大半を占めていたが，性別による有意な差
は認められなかった．また，終末期患者を受け持った時
期は，2年次よりも 3年次のほうが多かった．
本研究で，多重ロジスティック回帰分析による，終

末期患者に寄り添うことを意識した学生の患者への関わ
りの特徴は，患者とのコミュニケーションが深まったと
感じていた，患者が必要としている援助を実施したいと
思っていた，患者の不安を和らげる関わりができたと感
じていた，他の実習で患者と関係を形成するときに困難
感を感じていた学生は，終末期患者に寄り添うことを意
識していた．　
以下に，これらの特徴について考察する．

1．患者とのコミュニケーションが深まったと感じていた
患者とのコミュニケーションが深まったと感じてい

た学生は，コミュニケーションが深まったと感じていな
かった学生より，終末期患者に寄り添うことを意識し
ていた．この結果は，先行研究と一致していた（渡邉 , 
2014: 山手 , 2014: 青柳ら , 2007）．
渡邉（2014）は，看護学生は終末期看護において，

終末期の患者にはコミュニケーションが必要であると認
識していることを明らかにしている．山手（2014）は，
緩和ケア実習で，学生は患者の気持ちを理解するために，
コミュニケーションをとり，患者のことを第一に考え，
関わりながら患者との関係性を築いていたことを報告し
ている．青柳ら（2007）は，終末期の患者がどのよう
に望んでいるのか，どのように感じているのかというこ
とに対して，看護師が積極的にコミュニケーションを図
ることは，最終的に患者が満足できる生き方への支援の
一つであることを指摘している．
このことからも，終末期看護では，患者が残された

時間をその人らしく生活し，自己実現を実感できるよう
に，患者の望みを聴くためのコミュニケーションは，患
者にとって，必要な援助を提供する上で重要であり，そ
れらのことを学生は，終末期患者への看護をとおして学
んでいることが伺える．終末期患者とのコミュニケー
ションは，患者に寄り添い，気持ちを支え，患者との援
助関係を構築する上でも重要である．このことから，状
態の悪い終末期患者とのコミュニケーションを円滑に図
り，援助的な関係が築けるよう，実習前の学内の学習に
おいて，教員は学生のコミュニケーション能力が高まる
よう教授し，支援していくことが重要であるといえる． 

2．患者が必要としている援助を実施したいと思っていた
患者が必要としている援助を実施したいと思ってい

た学生は，思っていなかった学生よりも，患者に寄り
添うことを意識していた．この結果は，先行研究とほ
ぼ同様の結果であった（渡邉 , 2014: 林 , 2000: 田村ら , 
2012）．
渡邉（2014）は，終末期実習において学生は，「患

者の苦痛をやわらげ，日常生活を支えていきたい」，「患
者や家族に合わせて，満足してもらえるような援助をし
たい」という思いをもっていることを報告している．林
（2000）は，他の人のありのままの姿を感じとって，自
分のなかに「私は何かしなければならない」という感
情がおこるときに，私たちは他者にケアしているのであ
ると示唆している．このことから，学生が終末期患者に
寄り添う関わりをすることで，患者が必要としている援
助を実施したいという思いにつながったことが推察でき
る．また，田村ら（2012）は，学生が患者に寄り添い
援助することなどのケアリング行動をとおして，患者の
病気に対する不安な思いを理解しようとしており，そこ
から患者の個別性を考慮し必要なケアを行っていたこと
を明らかにしている．
以上のことから，学生が，患者が必要としている援

助を実施するためにも，患者に寄り添える関わりが重要
であり，そのためにも，患者の立場に立って心から関心
を寄せ患者に関わることが，終末期患者の看護において，
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どのような意味をもつのかを，教員は学生と一緒に考え，
よりよい関わりができ，援助に結びつくよう支援してい
くことが大切である．

3．患者の不安を和らげる関わりができたと感じていた
患者の不安を和らげる関わりができたと感じていた

学生は，感じていなかった学生よりも，患者に寄り添う
ことを意識していた．この結果は，先行文献には見られ
ず，本研究の特徴といえる．
先行研究がみあたらないため一概には比較できない

が，石川ら（2015）は，看護師が苦痛の多い患者に関
わるときは，患者や家族の抱えている苦痛や不安を共に
感じることが終末期の看護に求められると指摘してい
る．本研究対象である学生も，終末期患者への関わりに
おいて，患者の立場に立ち患者に心からの関心を持ち寄
り添うことで，患者の不安やその辛さを感じとり，その
ことから，少しでも患者の不安を和らげる関わりができ
たと感じたことが推測できる．

4．他の実習で患者と関係を形成するときに困難感を感
　じていた
終末期患者を受け持った以外での実習で，患者との

関係を形成するときに困難感を感じていた学生は，感じ
ていなかった学生よりも，患者に寄り添うことを意識し
ていた．この結果は，先行研究にはみられず，本研究の
特徴であるといえる．先行研究がみあたらなかったため，
一概にはいえないが，看護実践に不可欠な援助的人間関
係形成能力は，対象者である患者と相対し，緊張しなが
ら学生自ら看護行為を行うという過程で育まれていくも
のと考える．文部科学省の看護学教育の在り方に関する
検討会報告（2002）では , 実習の場で学生は，看護す
ることの喜びや難しさとともに，自己の新たな発見をし
つつ，学生ができること，できないことを深く自覚し，
看護の学習を深め，成長していくことを報告している．
また，実習で学生が患者と関係を形成するときに困難感
を感じたとしても，教員や実習指導者が継続的に肯定的
な支援をすることにより，困難を克服できたというプロ
セスも報告されている（西田ら , 2005）．
このように，他の実習で患者との関係形成に困難を

感じたとしても，教員の言葉や継続的な肯定的支援があ
れば，学生自身でその困難感を克服し，患者との関係形
成に生かしていけると考える．また，終末期患者を初め
て受け持つ学生は，患者に全人的に生じている苦痛を理
解できないことの不安や，患者の病気に対する戸惑い
に，どのように関わればよいか患者への関わり方に強い
不安の傾向を示すことが多いと報告されている（伊藤ら , 
2011: 完山 , 2005）．しかし，本研究対象者は 3年生が
多かったことから，それらを振り返り，実習での学びの

積み重ねや経験を終末期患者のとの関わりに活かすこと
で，寄り添うことを意識し，患者との関係性を形成しよ
うとする努力に至ったと推測される． 

Ⅸ．本研究の限界と今後の課題

本研究は，実習で終末期患者に寄り添うことを意識
した学生の患者への関わりの特徴を，学生本人と患者と
の関係の築き方に関する受け止めなどの意識について，
量的にリッカート法による回答から見たものであるた
め，寄り添うという内容まで明らかにするのは，量的研
究では限界がある．
分析対象者数が少なく一般化に至るためには，今後，

質的な視点からも研究を積み重ねていくことが必要であ
ると考える．

Ⅹ．結論

終末期患者に寄り添うことを意識した看護学生の患
者への関わりの特徴は，以下のとおりであった．
1．患者が必要としている援助を実施したいと思ってい
た学生は，思わなかった学生より，患者に寄り添う
ことを意識していた． 

2．患者とのコミュニケーションが深まったと感じてい
た学生は，感じていない学生よりも，患者に寄り添
うことを意識していた．

3．患者の不安を和らげる関わりができたと感じていた
学生は，感じていなかった学生よりも，患者に寄り
添うことを意識していた． 

4．終末期患者を受け持った以外での実習で，患者と
の関係を形成するときに困難感を感じていた学生は，
感じていなかった学生より，患者に寄り添うことを
意識していた．
本研究をとおして，明らかになったことは，患者に

寄り添うことを意識した学生は，患者とのコミュニケー
ションを深め，患者の気持ちを理解し，患者の望む援助
を実施したいと思うと共に，不安を和らげる関わりを実
施したと感じていた．また，終末期患者を受け持った実
習以外で患者と関係を形成するときに困難感を感じたこ
とが，終末期患者に寄り添うことを意識し関わることが
できていた．
今後，看護教育において，学生が終末期患者との関

係性を築けるように，コミュニケーションの基本的態度
を身につけられるよう，教員は関わることが大切である
と考える． 
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